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様々な「審議会」開催されま
す。傍聴にでかけましょう

　市政に市民の意見を反映させることを目的として、さまざ

まな「審議会」等が開催されています。

　ほとんどの審議会に公募枠が設けられており、市民の多様

な声が一定反映できるしくみとなっていますが、「実際には

市の方針にお墨付きを与えているだけでは？」との厳しい意

見もあります。

　そうならないためにも市民が積極的に審議会を傍聴し、ど

ういうことが話されているのか関心をもっていくこと、また、

周りの人に問題点を発信したり、審議委員に意見を届けるこ

となどが必要ではないでしょうか。

　予定されている審議会のうち、いくつかを紹介します。

●保育料審議会
　市内の認可保育園の保育料金を審議しています。子育て家

庭でも暮らしが大変な方がふえるもと、前回の会議では「値

上げを前提に議論していく」ことなどが確認されています。

　　＜次回日程＞１１月４日（水）午後２時～

　市役所４階・大会議室　

●学区審議会
　小中一貫教育校の実施にむけて、学区を変更する必要があ

ることから開催されます。２，３中と富士見小の学区につい

て審議することになっています。

　＜次回日程＞１０月３０日（金）午後７時

　３０分～　市役所４階・大会議室

※日程、会場は変更する場合があります。

※審議会はそれぞれ傍聴人数の定員が決められており、それ

を越えた場合は傍聴できない場合もあります。

※この他にも様々な審議会等が開催されます。詳しくは、市

のホームページの一番下にある「審議会・懇話会等開催日程

一覧」「審議会・懇話会等会議録一覧」でご確認ください。

「小中一貫教育市民集会」が
開催されます
　２０日、教育委員会から「羽村市小中一

貫教育基本計画（素案）」が出されました。

　今後は、意見聴取（パブリック・コメン

ト）の実施、各中学校区ごとの説明会など

が予定されており、より良い羽村の教育を

つくるために、市民が声をあげていくこと

が必要になっています。

　こうしたもと、「小中一貫で、いったいどう変わるの？」

との疑問の声に応えた集会が計画されています。すでに小中

一貫教育を実施している三鷹市からの報告も予定されていま

す。主催は、羽村の教育を考える会（準備会）。

　小中一貫教育市民集会

　１１月６日（金）午後７時～

　羽村市産業福祉センター・ｉホール
　（図書館の右隣の建物です）

「横田基地の撤去を求める会」
総会ひらかれる
　去る１０月４日、羽村市コミ

ュニティ・センターにおいて、

「横田基地の撤去を求める西多

摩の会」が第２回総会を開催し、約９０名が参加しました。

　最初に、　田事務局長から結成以来１年間の活動報告がな

され、会報の発行、月１回の横田基地に面した公園での座り

込み行動、横田基地にまつわる様々な交渉や情報開示請求な

どのとりくみが紹介されました。

　また、向こう１年間の活動方針として、横田基地への自衛

隊航空総体司令部の移転に反対の世論をつくる運動、核密約

問題で疑惑を解明する運動などが提起され、拍手で確認され

ました。

　第２部では、ジャーナリストの吉田敏浩氏が「戦争の加害

者にも被害者にもならないために」と題して講演。

　日米軍事一体化がすすんでいる状況を告発し、「日本が『海

外戦争をして戦争のできる国』に変わってしまうかどうか、

それを食い止めることができるかどうかという問題を考える

とき、大事なことは、戦争の加害者になることに心の痛みを

感じることができるかどうかではないか」と述べました。

　会場では、新しく会員となる人があいつぎ、「政権が交代

したもとで、米軍基地を撤去させる運動も力の発揮しどき」

との声が聞かれました。

スポーツセンターで親子工作教室

　去る１８日、スポーツセンターで親

子工作教室が開催され、４００人を超

える親子が、本棚や道具箱づくりなど

に挑戦しました。会場には金槌やのこ

ぎりの音が響き、真剣な表情で作業がすすみます。「親子が

力合わせる機会は大切ですね」などの感想が聞かれました。

　まず最初に、羽村市教育委員会の黒羽氏から、実施にむけ

た手続きやスケジュール案（裏面）などが報告され、続いて

参加者からの質疑がおこなわれました。

日本共産党羽村市委員会は、以下の報道をおこないました。

★無料法律相談のお知らせ
11月９日(火)午前10時からです。

事前に予約が必要です。お気軽にご連絡ください。

・中原まさゆき　５５４－１１６３

・市川英子　　　５５４－１１４０

・鈴木たくや　　０８０－１０５８－９４５０
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【大見出し】
各種審議会開催される
傍聴にでかけましょう

【リード】
　市政に市民の意見を反映させること
を目的として、さまざまな「審議会」
などが開催されています。ほとんどの
審議会に公募枠が設けられており、市
民の様々な声が一定反映できるしくみ
となっていますが、「実際には市の方
針にお墨付きを与えるだけ」との厳し
い見方もあります。そうならないため
にも市民が積極的に審議会を傍聴し、
どういうことが話されているのか積極
的に市民に発信していくこと、審議委
員に意見を届けることが大切です。

【本文】

●保育料審議会
市内の認可保育園の保育料金を審議し
ています。子育て家庭でも暮らしが大
変な方がふえるもと、前回の会議では
「値上げを前提に議論していく」こと
などが確認されています。

＜日程＞
１１月４日（水）午後２時～　市役所
内（会場は当日お越しいただければご
案内いたします）

●使用料等審議会
公共施設などの料金を審議しています
。市の財政が厳しさを増す中、水道料
金について値上げする方向がしめされ
ています。

＜日程＞
１０月２１日（水）午前１０時～　市
役所４階・特別会議室　定員はなし

●学区審議会
小中一貫教育校の実施にともない、学
区を変更する必要があることから開催
されます。２，３中の学区と富士見小
の学区について審議することになって
います。

＜日程＞

その他にも様々な審議会が開催されま
す。詳しくは、市のホームページ一番
下の「審議会・懇話会等開催日程一覧
」「審議会・懇話会等会議録一覧」を
クリックして、ご確認ください。

【囲み】
横田基地の撤去を求める会総会ひらか
れる

　４日、羽村市コミュニティ・センタ
ーにおいて、「横田基地の撤去を求め
る西多摩の会」が第２回総会を開催し
、約９０名が参加しました。
　最初に、?田（つるた）事務局長か
ら結成以来１年間の活動報告がなされ
、会報の発行、月１回の横田基地に面
した公園での座り込み行動、横田基地
にまつわる様々な交渉や情報開示請求
などのとりくみが紹介されました。向
こう１年間の活動方針として、横田基
地への自衛隊航空総体司令部の移転に
反対の世論をつくる運動、核密約問題
で疑惑を解明する運動などが提起され
、拍手で確認されました。
　第２部では、ジャーナリストの吉田
敏浩氏が「戦争の加害者にも被害者に
もならないために」と題して講演。日
米軍事一体化がすすんでいる状況を告
発し、「日本が『海外戦争をして戦争
のできる国』に変わってしまうかどう
か、それを食い止めることができるか
どうかという問題を考えるとき、大事
なことは、戦争の加害者になることに
心の痛みを感じることができるかどう
かではないか」と述べました。
　会場では、新しく会員となる人があ
いつぎ、「政権が交代したもとで、米
軍基地を撤去させる運動も力の発揮し
どき」との声が聞かれました。

【小中一貫教育校の実施計画（素案）
示される。市民が小中一貫教育問題で
集会】
１０月２０日に教育委員会から「羽村
市小中一貫教育基本計画（素案）」が
出されました。今後は、意見聴取（パ
ブリック・コメント）の実施、各中学
校区ごとの説明会などが予定されてい
ます。
「小中一貫教育校って、いったいどう
なるの？」などの声が多いもと、市民
が主催する集会が開かれます。すでに
実施している三鷹市からも報告がなさ
れる予定です。主催は、羽村の教育を
考える会（準備会）。
小中一貫教育市民集会　１１月６日（
金）午後７時～　羽村産業福祉センタ
ー・ｉホール（図書館の右隣の建物で
す）

【スポーツセンターで親子工作教室ひ
らかれる】
　去る１８日、スポーツセンターで親
子工作教室が開催され、４００人を超
える親子が、本棚や道具箱づくりなど
に挑戦しました。会場には金槌やのこ
ぎりの音が響き、真剣な表情で作業が
すすみます。「結構うまくできて、楽
しかった」などの声が聞かれました。

小中一貫教育実

施計画（素案）


